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宝
物
殿
開
館
記
念
、
二
つ
の
展
示
会
―
横
尾
忠
則
個
展
と
總
持
寺
秘
宝
展
　
　
　

　
　

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員　
　

尾
﨑
　
正
善

　
　
は
じ
め
に

　

只
今
、
ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
尾
崎
正
善
で
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
「
曹
洞
宗
の
文
化
財
」
で
す
の
で
、
私
の

発
表
は
、
お
配
り
の
資
料
の
「
は
じ
め
に
」
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
展
示
会
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
總
持
寺
御
開
山
瑩
山
禅
師

が
定
め
た
『
瑩
山
清
規
』
の
資
料
紹
介
が
、
最
初
の
課
題
で
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
こ
の
展
示
会
を
行
う
主
体
と
い
う
べ
き
總
持
寺
の
宝
物
殿
、
現
在
の
宝
蔵
館
「
嫡
々
庵
」
は
、
先
ほ
ど
伊
藤
所
長
か

ら
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
瑩
山
禅
師
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
展
示
会
、
さ
ら
に
そ
の
後
何

回
か
秘
宝
展
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
初
期
の
記
録
と
い
う
の
が
あ
ま
り
公
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

本
山
の
宝
物
殿
が
、
当
時
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
意
味
で
、
本
日
は
宝
物
殿
の
開
館
当
初
の
動
向
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
建
立
当
初
の
「
宝
物
殿
」
の
呼
称
を
使
用
致
し
ま
す
）

　
　
一
、
横
尾
忠
則
個
展

　

最
初
に
、
宝
物
殿
の
開
館
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
一
月
で
す
。
落
慶
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
九
月
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二
十
七
日
で
し
た
。
こ
の
詳
し
い
開
館
の
日
程
及
び
当
時
の
様
子
と
い
う
も
の
も
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
の
調
査
の
過
程
で
、

改
め
て
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
開
館
記
念
の
展
示
会
と
し
て
、
実
は
、
二
つ
の
企
画
展
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で

す
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
横
尾
忠
則
個
展
」
と
「
總
持
寺

秘
宝
展
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

開
館
記
念
展
の
話
を
す
る
前
に
お
聞
き
し
ま
す
が
、
總
持
寺
の
宝
物
殿
に
行
か
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
あ
の
立
派
な
建
物
の
中
で
、
開
館
記
念
と
し
て

行
わ
れ
た
最
初
の
展
示
会
が
、
横
尾
忠
則
氏
の
個
展
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
び
っ
く

り
し
た
の
で
す
。

　

最
初
に
お
示
し
し
ま
す
の
は
、
神
奈
川
新
聞
掲
載
の
横
尾
忠
則
個
展
の
宣
伝
広
告
（
写
真
１
）

で
す
。
年
号
が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
前
年
で
す
の
で
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
す
。
主
催
が
、
「
三
進
」
と
い
う
企
画
会
社
で
す
。
こ
の
会
社
に
関
し
て
は
、

よ
く
判
ら
な
か
っ
た
で
す
。
横
尾
忠
則
氏
の
関
係
、
美
術
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
会
社

で
は
無
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
共
催
は
大
本
山
總
持
寺
、
神
奈
川
新
聞
社
、
白
字

会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
次
は
、
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
十
二
月
三
十
日
に
、
神
奈
川
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
方
に
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
字
化
し
て
お
り
ま
す
。

写真１
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（
資
料
一
）　

横
尾
忠
則
個
展　

展
示
会
記
事
（
神
奈
川
新
聞
・
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
日
）    　

　

「
元
旦
か
ら
総
持
寺
宝
物
殿
で　

闇
と
光
の
世
界
へ　

横
尾
忠
則  

イ
メ
ー
ジ
一
新
し
個
展
」

　

元
旦
に
オ
ー
プ
ン
す
る
横
浜
・
鶴
見
の
大
本
山
總
持
寺
宝
物
殿
で
、
開
殿
記
念
の
「
横
尾
忠
則
個
展
」
が
三
進
主
催
、
神
奈

川
新
聞
社
な
ど
の
後
援
に
よ
っ
て
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
開
か
れ
る
。
宝
物
の
小
仏
像
と
横
尾
氏
の
作
品
を
組
み
合
わ
せ
て
展

示
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
形
式
で
、
こ
の
と
こ
ろ
宗
教
色
の
濃
い
作
品
を
描
き
続
け
て
い
る
横
尾
氏
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
試
み
。

（
中
略
）

　

”
無
神
論
者
”
だ
っ
た
横
尾
氏
と
宗
教
と
の
出
会
い
は
五
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
四
十
五
年
一
月
、
交
通
事
故
に
あ
い
一
年

半
の
闘
病
生
活
。
創
作
へ
の
”
禁
欲
状
態
”
の
中
で
、
自
分
自
身
へ
の
問
い
か
け
を
通
じ
て
”
内
な
る
世
界
”
に
目
を
開
き
、

宗
教
的
な
も
の
に
関
心
を
持
ち
始
め
る
。
そ
の
結
果
、
作
風
も
大
き
く
変
容
し
た
。
（
中
略
）

　

個
展
に
は
、
こ
れ
ら
四
十
六
年
以
降
の
近
作
の
中
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
、
版
画
百
四
十
五
点
の
ほ
か
、
ほ
ん
の
装
丁
、
レ
コ
ー

ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
小
型
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
多
数
も
出
品
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
、
版
画
の
一
部
は
ケ
ー
ス

に
入
っ
た
展
示
仏
像
の
背
景
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　

横
尾
氏
自
身
も
こ
の
企
画
に
は
大
い
に
乗
り
気
で
「
寺
の
宝
物
殿
と
い
う
特
異
な
環
境
の
中
で
、
し
か
も
仏
像
と
組
み
合
わ

せ
る
と
い
う
の
は
面
白
い
着
想
。
デ
パ
ー
ト
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
見
る
の
と
ど
の
よ
う
に
違
っ
た
形
で
観
客
の
目
に
う
つ
る
か
楽

し
み
」
と
い
う
。

　

十
カ
月
前
か
ら
本
格
的
に
ヨ
ガ
に
取
り
組
ん
で
い
る
横
尾
氏
だ
が
、
こ
の
個
展
の
下
見
に
總
持
寺
を
訪
れ
た
十
月
末
に
は
、

同
寺
で
一
週
間
参
禅
。
（
中
略
）

　

な
お
、
個
展
は
除
夜
の
鐘
の
さ
中
の
午
前
零
時
オ
ー
プ
ン
と
い
う
。
こ
れ
も
異
例
の
形
式
で
、
初
も
う
で
客
に
思
い
が
け
な

い
楽
し
み
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
。　

▽
横
尾
忠
則
個
展
は
、
大
人
二
五
○
円
。
学
生
一
五
〇
円
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ま
た
、
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
に
も
、
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

（
資
料
二
）
横
尾
忠
則
個
展　

展
示
会
ポ
ス
タ
ー
記
事
（
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
・
昭
和
五
十
一
年
一
月
合
併
号
）

　

「
正
月
元
旦
か
ら
十
五
日
ま
で
、
鶴
見
・
総
持
寺
で
開
か
れ
る
個
展
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
。
金
色
に
輝
く
大
判
サ
イ
ズ
。
も

ち
ろ
ん
限
定
版
、
三
〇
名
の
読
者
に
。
」

　

さ
ら
に
こ
の
展
示
会
は
盛
況
だ
っ
た
よ
う
で
、
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
二
月
一
〇
日
号
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
開
催
を
行
っ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
三
）
横
尾
忠
則
個
展　

展
示
会
再
開
催
記
事
（
週
刊
プ
レ
ー
ボ
ー
イ
・
昭
和
五
十
一
年
二
月
一
〇
日
号
）

    

特
報　

大
好
評
！　

横
尾
忠
則
個
展
ア
ン
コ
ー
ル
開
催

　

こ
の
一
月
、
川
崎
鶴
見
の
總
持
寺
で
、
横
尾
忠
則
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。
總
持
寺
は
曹
洞
宗
大
本
山
。
宝
物
殿
新
築
が
成
っ

た
の
を
記
念
し
て
、
世
界
的
な
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
横
尾
忠
則
氏
の
個
展
を
開
い
た
も
の
。
同
氏
は
、
オ
カ
ル
ト
な
ど

精
神
界
の
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
画
風
に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
が
、
同
寺
に
一
週
間
参
禅
し
た
こ
と
も
あ
る
。

お
寺
と
最
先
端
を
行
く
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
い
う
、
一
見
奇
妙
な
取
り
合
わ
せ
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
が
機
縁
ら
し
い
。

　

さ
て
、
こ
の
個
展
、
大
変
な
好
評
だ
っ
た
が
、
見
逃
し
た
者
も
多
く
、
再
開
催
を
望
む
声
が
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同

寺
で
は
二
月
一
日
～
一
一
日
（
午
前
十
時
～
午
後
五
時
）
、
も
う
一
度
こ
の
個
展
を
開
く
こ
と
に
し
た
。
本
誌
に
連
載
さ
れ
た

「
う
ろ
つ
き
夜
太
」
の
さ
し
絵
原
画
は
じ
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
ず
ら
り
。

　

横
尾
氏
の
サ
イ
ン
会
も
あ
る
し
、
抽
選
で
二
十
名
に
同
氏
の
豪
華
な
作
品
集
（
二
千
円
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
と
い

う
か
ら
、
ぜ
ひ
總
持
寺
ま
で
出
か
け
て
み
よ
う
。
場
所
は
鶴
見
駅
下
車
、
西
口
す
ぐ
そ
ば
。

「
川
崎
鶴
見
」
と
い
う
の
は
、
誤
り
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
四
〇
代
以
上
の
方
で
し
た
ら
、
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
の
若
者
に
は
絶
大
な
人
気
を
集
め
て
い
た
雑
誌
が
『
平
凡
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パ
ン
チ
』
と
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
で
す
。
当
時
新
進
気
鋭
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
個
展
を
行
っ
た
横
尾
忠
則
氏
と
、
『
週
刊
プ
レ

イ
ボ
ー
イ
』
が
な
ぜ
関
わ
っ
て
い
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
こ
の
記
事
に
よ
る
と
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
に
載
っ
て
い
た
小
説
の
挿
絵

を
、
横
尾
氏
が
描
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
と
、
一
九
七
〇
年
代
と
い
う
の
は
、
私
な
ど
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
、
「
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
・
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
怪
奇
現

象
」
な
ど
の
時
代
で
し
た
。
当
時
、
横
尾
氏
は
、
禅
と
か
ヨ
ガ
、
さ
ら
に
オ
カ
ル
ト
な
ど
の
関
係
で
、
非
常
に
人
気
の
あ
っ
た
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
で
す
。
ま
た
、
神
秘
主
義
的
な
傾
向
か
ら
、
こ
う
い
う
企
画
な
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
資
料
は
、
二
月
の
再
開
催
時
の
『
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
』
の
記
事
で
す
。
こ
こ
に
は
、
「
禅
寺
と
サ
イ
ケ
と
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

「
一
風
変
わ
っ
た
横
尾
忠
則
の
世
界
」
と
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
だ
け
資
料
の
方
に
挙
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
「
神
秘
…
演
出
効
果

は
満
点
」
「
大
ウ
ケ
、
前
衛
音
楽
も
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
あ
の
宝
物
殿
で
前
衛
音
楽
も
流
し
て
い
た
の
で
す
。

　

次
に
、
展
示
の
内
容
で
す
が
、
後
で
企
画
書
を
紹
介
し
ま
す
が
、
こ
の
記
事
に
も
少
し
写
真
が
あ
り
ま
す
。
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
、
横

尾
忠
則
氏
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
少
し
見
え
に
く
い
で
す
が
、
そ
の
前
に
仏
像
を
並
べ
る
と
い
う
、
仏
像
と
横
尾
氏
の
神
秘
的
な
絵
の
コ

ラ
ボ
と
い
う
も
の
を
行
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
サ
イ
ン
会
を
行
っ
た
こ
と
も
記
事
に
あ
り
ま
す
。
横
尾
忠
則
氏
が
実
際
に
や
っ
て
き

て
、
サ
イ
ン
会
も
行
い
、
一
日
に
一
千
人
と
い
う
、
か
な
り
の
数
の
来
館
者
が
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
が
『
跳
龍
』
の
記
事
で
す
。

（
資
料
四
）
「
跳
龍
」
昭
和
五
十
一
年
三
月
号
「
本
山
だ
よ
り
」

　

「
横
尾
忠
則
個
展
」                                        

　

こ
ん
ど
本
山
の
中
に
管
理
部
と
い
う
一
部
門
が
設
け
ら
れ
、
瑞
応
殿
、
宝
物
殿
、
駐
車
場
な
ど
の
管
理
運
用
を
通
し
、
よ
り

多
く
の
人
々
か
ら
本
山
に
足
を
は
こ
ん
で
も
ら
い
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
企
画
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一

つ
の
試
み
と
し
て
、
四
月
の
開
館
を
待
つ
宝
物
殿
に
お
い
て
横
尾
忠
則
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。
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元
旦
午
前
〇
時
〇
分
開
館
と
い
う
だ
け
で
も
一
般
世
間
で
は
考
え
も
及
ば
な
い
奇
抜
な
ア

イ
デ
ア
だ
が
、
横
尾
氏
独
特
の
幻
想
的
な
作
品
が
古
び
た
仏
像
と
ま
こ
と
に
よ
く
調
和
し
、

奥
床
し
い
香
の
か
お
り
と
現
代
音
楽
が
渾
融
す
る
空
調
完
備
の
会
場
は
余
所
の
ど
こ
を
さ
が

し
て
も
見
つ
か
る
ま
い
。

　

「
こ
れ
ま
で
何
度
も
個
展
を
開
い
た
が
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
ゴ
タ
ゴ
タ
し
た
と
こ
ろ
と

ち
が
い
、
一
歩
門
を
く
ぐ
れ
ば
町
の
雑
踏
を
忘
れ
さ
せ
る
静
か
な
ご
本
山
の
、
し
か
も
す

ば
ら
し
宝
物
殿
で
、
仏
像
と
マ
ッ
チ
し
た
作
品
展
示
が
で
き
た
こ
と
は
ほ
ん
と
に
よ
か
っ

た
・
・
・
」
と
横
尾
氏
は
語
る
が
、
さ
ら
に
作
家
の
柴
田
錬
三
郎
氏
や
写
真
家
の
篠
山
紀
信

氏
も
同
じ
よ
う
に
激
賞
さ
れ
た
。

　

個
展
は
一
応
一
月
十
五
日
で
終
わ
っ
た
が
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
個
展
を
半
月
で
終
わ
ら
せ

る
の
は
も
っ
体
な
い
と
の
部
外
の
声
が
多
く
、
二
月
一
日
か
ら
十
一
日
ま
で
再
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
岩
本
禅
師
（
總
持
寺
独
住
第
十
九
世
）
も
横
尾
忠
則
展
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う

記
事
も
あ
り
ま
す
。

　
　

（
資
料
五
）
「
跳
龍
」
昭
和
五
十
一
年
三
月
号

「
禅
師
さ
ま
起
居
万
福
」　

「
横
尾
忠
則
展
を
ご
覧
に
な
る
禅
師
さ
ま
」
と
題
し

て
、
写
真
掲
載
（
写
真
２
）
。

　

次
の
資
料
は
、
先
程
お
話
し
し
た
、
三
進
が
出
し
た
横
尾
忠
則
個
展
の
企
画
書
で
す
。
こ
れ

も
本
山
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
展
示
ブ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
正
面
を
入
っ
て
か

ら
の
展
示
ケ
ー
ス
位
置
（
写
真
３
）
や
、
イ
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
展
示
の
仕
方
が
示
さ
れ
て
い

写真２

写真３

写真４
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ま
す
（
写
真
４
）
。
そ
こ
に
は
横
尾
氏
の
イ
ラ
ス
ト
・
ポ
ス
タ
ー
を
展

示
し
、
そ
の
前
に
仏
像
を
配
置
し
よ
う
と
し
た
事
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

次
の
資
料
は
、
横
尾
忠
則
氏
の
個
展
の
図
録
（
写
真
５
）
で
す
。
こ

れ
は
仏
教
文
化
研
究
所
の
事
務
担
当
で
あ
っ
た
海
野
氏
が
収
集
し
た
物

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
詳
し
い
経
緯
の
方
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

現
在
本
山
に
も
残
っ
て
い
な
い
資
料
で
す
。

　

こ
の
図
録
に
、
展
示
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
載
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真

６
）
。
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
で
は
、
サ
イ
ン
入
り
の
物
を
三
十

名
に
配
っ
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
企
画

も
、
か
な
り
の
人
が
集
ま
っ
た
理
由
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
来
迎
図
な
ど
が
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て

い
た
り
す
る
の
で
、
あ
ま
り
禅
宗
的
で
は
な
い
の
で
す
が
。

　

図
録
の
内
容
と
し
て
は
、
若
い
方
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

れ
ど
、
西
城
秀
樹
と
い
う
歌
手
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
『
無
次
元
』
と
い
う

雑
誌
の
表
紙
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
少
し
怪
し
げ
な
雰
囲
気
の
、
神
秘

主
義
的
な
モ
チ
ー
フ
の
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
神
様
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
の
神
様
と
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
も

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
次
は
、
裏
表
紙
で
す
が
、
大
日
如
来
を
中
心
と
し

た
も
の
で
、
ヨ
ガ
と
か
禅
と
か
チ
ャ
ク
ラ
と
か
、
そ
う
い
う
、
神
秘
体

写真５写真６
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験
主
義
的
な
も
の
が
中
心
の
展
示
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
背
景
は
、
横
尾
忠
則
氏
が
著
し
た
、
『
我
が
坐
禅
修
行
記
』
と
い
う
書
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
書
は
、
昭
和

五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
、
こ
の
展
示
会
が
行
わ
れ
た
二
年
後
の
五
月
に
出
版
さ
れ
、
六
月
に
す
ぐ
さ
ま
第
二
版
が
出
て
い
ま
す
。
鶴
見

大
学
図
書
館
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
初
版
本
で
は
な
く
、
第
二
版
の
方
で
す
。

　

こ
の
書
に
は
、
總
持
寺
で
坐
禅
を
し
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
總
持
寺
の
百
間
廊
下
で
掃
除
を
し
た
り
、
今
の
御
誕
生
寺

の
板
橋
禅
師
（
總
持
寺
独
住
第
二
十
三
世
）
が
お
相
手
を
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
西
麻
布
の
永
平
寺
東
京

別
院
（
長
谷
寺
）
で
の
修
行
、
ト
イ
レ
掃
除
を
行
っ
て
い
る
写
真
が
あ
り
、
そ
し
て
永
平
寺
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宮
崎
大
学

で
の
瞑
想
の
写
真
で
す
。
周
り
に
い
る
の
は
学
生
で
、
美
術
指
導
の
授
業
だ
と
思
い
ま
す
が
、
授
業
に
先
だ
っ
て
こ
う
し
た
瞑
想
を
行
っ

て
い
た
写
真
も
こ
の
本
に
は
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
『
彼
岸
に
往
け
る
者
よ
』
（
昭
和
五
十
三
年
十
月
）
と
い
う
書
も
あ
り
ま
す
。
内
容
は
彼
岸
と
は
あ
ま
り
関
係
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
坐
禅
を
体
験
し
た
記
録
が
こ
の
中
に
も
載
っ
て
お
り
ま
す
。
横
尾
氏
は
、
継
続
的
に
坐
禅
体
験
・
神
秘
主
義
体
験
の
よ
う
な

も
の
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
『
坐
禅
は
心
の
安
楽
死
―
ぼ
く
の
坐
禅
修
行
記
―
』
と
い
う
書
は
、
『
我
が
坐
禅
修
行
記
』
の
再
版
本
で
す
。
こ
れ
は
つ
い
最

近
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
出
た
ば
か
り
で
す
。
ア
ッ
プ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
作
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
禅
に
傾

倒
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
評
判
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
時
流
に
乗
っ
て
再
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
、
横
尾
忠
則
氏
が
總
持
寺
で
展
覧
会
を
開
く
下
地
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
展
示
会
は
企
画

会
社
が
持
っ
て
来
た
話
な
の
か
、
總
持
寺
側
か
ら
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
横
尾
忠
則
個
展
を
企
画
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
記
録
の

中
に
は
出
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
旗
揚
げ
公
演
と
し
て
は
、
非
常
に
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
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二
、
總
持
寺
秘
宝
展

　

た
だ
し
、
や
は
り
本
山
内
で
は
「
こ
れ
で
い
い
の
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
資
料
に
挙
げ
ま
し
た
が
、
「
總
持
寺
秘
宝

展
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
總
持
寺
秘
宝
展
関
係
書
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
昭
和
五
十
一
年
の
「
案
書
綴
」
（
總
持
寺
の
会
議

記
録
）
の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
全
て
公
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宝
物
殿
に
関
す
る
も
の
の
タ
イ
ト
ル
だ
け

挙
げ
て
お
き
ま
し
た
。

（
資
料
六
）
總
持
寺
秘
宝
展
関
係
書
類
（
昭
和
五
十
一
年
度
・
庶
務
案
書
綴
（
一
）
監
院
寮
）

　
　

14　

宝
物
殿
開
館
記
念
の
予
告
を
曹
洞
宗
報
に
掲
載
の
件
（
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
三
日
）

　
　

15　

宝
物
殿
展
示
品
出
品
依
頼
出
張
の
件
（
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
）

　
　

25　

祖
院
・
永
光
寺
・
大
乗
寺
、
三
ヶ
寺
に
「
總
持
寺
秘
宝
展
」
展
示
出
品
依
頼
状
等
発
送
の
件

　
　
　
　
　
　

（
昭
和
五
十
一
年
三
月
十
一
日
）　
　

＊
出
品
依
頼
状
及
び
一
覧
表
添
付

　
　

27　

宝
物
殿
開
館
特
別
展
観
の
件

　
　

32　

總
持
寺
秘
宝
展
ポ
ス
タ
ー
発
送
の
件

　
　

33　

總
持
寺
秘
宝
展
展
示
品
出
品
依
頼
の
件　
　

＊
依
頼
状
・
出
品
借
用
書
・
出
品
依
頼
状
送
付
先
リ
ス
ト

　
　

40　

總
持
寺
秘
宝
展
収
支
決
算
報
告
書

　
　

51　

宝
物
殿
秘
宝
展
御
協
力
、
御
出
品
各
御
寺
院
に
図
録
を
送
っ
て
よ
ろ
し
い
か

　

こ
の
「
14
」
「
15
」
「
25
」
な
ど
の
番
号
は
、
「
案
書
綴
」
の
通
し
番
号
で
す
。
昭
和
五
十
一
年
度
の
会
議
で
は
、
こ
う
い
う
議
題
が

挙
が
っ
た
の
で
す
。
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25
番
は
、
祖
院
・
永
光
寺
・
大
乗
寺
、
三
ヶ
寺
へ
の
總
持
寺
秘
宝
展
へ
の
出
品
依
頼
で
す
。
「
＊
」
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
出
品
依
頼

状
及
び
一
覧
表
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
こ
う
い
う
企
画
で
や
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
」
と
い
う
企
画
書
及
び
依
頼
状

と
、
ど
の
寺
院
に
何
を
お
願
い
し
た
か
、
と
い
う
も
の
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
記
録
は
、
今
回
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
の
図
録
に
出
品
目
録
が
載
っ
て
い
ま
す
（
１
）。

こ
の
「
『
總
持
寺
秘
宝
展
―
瑩
山
禅

師
の
世
界
―
』
出
品
目
録
」
を
見
る
と
、
全
部
で
五
十
五
点
の
展
示
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
薄
井
先
生
の
お
話
に

あ
り
ま
し
た
、
観
音
像
に
関
し
て
は
、
一
番
の
「
木
心
乾
漆 

僧
形
観
世
音
菩
薩
坐
像 

祖
院
」
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
も
の
も
出

品
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

開
催
主
旨
に
関
し
ま
し
て
は
、
27
番
の
「
宝
物
殿
開
館
特
別
展
観
の
件
（
２
）」

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
横
尾
忠
則
展
が
行
わ
れ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
宝
物
殿
運
営
の
一
面
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
中
に
「
本
山
初
詣
行
事
の
一
環
と
し
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
言
い
忘
れ
ま
し
た
が
、
横
尾
忠
則
個
展
は
、
い

つ
開
始
さ
れ
た
の
か
と
言
う
と
、
『
神
奈
川
新
聞
』
の
記
事
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
昭
和
五
十
一
年
元
旦
の
午
前
０
時
、
年
が
明
け
た
そ
の

瞬
間
に
開
館
し
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
初
詣
に
合
せ
て
行
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
か
、
お
も
し
ろ
い
企
画

で
あ
っ
た
事
が
分
か
り
ま
す
。

　

先
に
、
「
宝
物
殿
運
営
の
一
側
面
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
示
し
た
よ
う
に
、
宝
物
殿
本
来
の
目
的
は
、
總
持
寺
の
文
化
財
、
曹
洞

宗
の
文
化
財
を
展
示
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
各
寺
院
に
依
頼
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

「
40　

總
持
寺
秘
宝
展
収
支
決
算
報
告
書
」
に
は
、
入
場
者
の
実
績
、
収
支
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
　
三
、
總
持
寺
関
係
展
示
会

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
二
つ
の
展
覧
会
（
横
尾
忠
則
個
展
と
總
持
寺
秘
宝
展
）
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
展
覧
会
と
、
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開
館
後
の
展
示
会
で
す
。

　

ま
ず
、
宝
物
殿
が
建
立
前
の
展
示
会
の
資
料
で
す
。
現
物
は
鶴
見
大
学
に
は
無
い
の
で
す

が
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
、
仏
教
文
化
研
究
所
に
関
係
し
て
い
た
職
員
が
、
石
川
県
立
美
術

館
に
依
頼
し
て
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
取
り
寄
せ
た
も
の
で
す
。

　

「
本
山
第
二
祖
国
師
峨
山
紹
碩
禅
師
６
０
０
回
大
遠
忌
記
念
事
業
の
一
」
（
写
真
７
）
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会
期
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
八
月
一
日
～
九
月
十
三

日
、
会
場
は
石
川
県
立
美
術
館
、
主
催
は
石
川
県
立
美
術
館
・
大
本
山
總
持
寺
、
後
援
は

北
国
新
聞
社
等
、
展
示
品
は
八
八
点
で
し
た
。

　

こ
れ
は
遠
忌
の
記
念
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
次
の
年
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
三
月
、
東
京
三
越
で
も
同

じ
く
遠
忌
記
念
の
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
本
山
第
二
祖
国
師
峨
山
紹
碩
禅
師
６
０
０
回
大
遠
忌
記
念
事
業
の
二
」
（
写
真
８
）
と
し

て
、
会
期
は
昭
和
四
十
年
三
月
二
十
三
日
～
三
月
二
十
八
日
、
会
場
は
日
本
橋
三
越
本
店
・
７

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
主
催
は
大
本
山
總
持
寺
・
大
本
山
總
持
寺
大
遠
忌
奉
賛
会
、
後
援
は
読
売
新

聞
社
・
報
知
新
聞
社
・
文
化
財
保
護
委
員
会
、
展
示
品
は
絵
画
三
三
点
・
書
跡
三
六
点
・
工
芸

一
八
点
・
彫
刻
一
〇
点
で
し
た
。

　

次
の
図
録
は
、
今
回
の
発
表
の
總
持
寺
秘
宝
展
（
写
真
９
）
の
も
の
で
、
昭
和
五
十
一

年
四
月
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
横
尾
忠
則
個
展
は
、
一
月

一
日
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
月
に
第
二
回
目
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四

写真７写真８

写真９
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月
に
こ
の
秘
宝
展
を
行
う
と
い
う
、
大
変
な
慌
た
だ
し
さ
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
展
示
会
の
時
の
ポ
ス
タ
ー
（
写
真
10
）
が
、
宝
物
殿
に
残
っ
て
い
ま
す
。
「
總

持
寺
秘
宝
展
―
瑩
山
禅
師
の
世
界
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
重
要
文
化
財
の
提
婆
達

多
像
が
メ
イ
ン
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
続
け
て
、
第
二
回
秘
宝
展
を
、
そ
の
年
の
秋
、
十
月
九
日
～
十
一
月
三
日

に
、
「
秋
の
特
別
展
観
」
（
写
真
11
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
墨
蹟
即
売
会
」
な
ど
を
行
っ
た
よ
う
で
、
非
常
に
活
発
な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
ま
す
。　

そ
の
次
、
第
三
回
の
ポ
ス
タ
ー
（
写
真
12
）
で
す
。
「
奉
修
記
念
天

童
如
浄
禅
師
七
五
〇
回
忌
・
第
三
回
總
持
寺
秘
宝
展
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
翌
年
の
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
五
月
一
日
～
五
月
三
十
一
日
で
す
。
こ
の

時
は
、
道
元
禅
師
の
師
で
あ
る
天
童
如
浄
禅
師
の
七
五
〇

回
忌
の
遠
忌
に
合
せ
て
展
覧
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
「
第
三

回
總
持
寺
秘
宝
展
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
ポ
ス
タ
ー
は
判
然
と
し
な
い
も
の
で
す
。
順
番
か
ら
す

る
と
第
四
回
目
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
第
四
回
と
謳
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
断
定
で
き
ま
せ
ん
。
展
示
タ
イ
ト
ル
は
、

「
祝
晋
山
記
念
總
持
寺
歴
代
住
職
墨
蹟
展
」
（
写
真
13
）
と

写真 10

写真 11

写真 12

写真 13



宝物殿開館記念、二つの展示会―横尾忠則個展と總持寺秘宝展

― 25 ―

あ
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
日
に
ち
だ
け
四
月
二
十
九
日
～
五
月
三
十
一
日
と
あ
り
、
年
号
の
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
の
「
天
童
如

浄
禅
師
七
五
〇
回
忌
」
の
展
示
会
と
期
間
が
被
る
の
で
、
宝
物
殿
で
行
わ
れ
た
の
か
正
確
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
『
跳
龍
』
の
記
事

に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
二
年
に
こ
の
展
示
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
す
。
こ
の
年
は
、
禅
師
様
の
交
代
が
行
わ
れ
、
岩
本
禅
師
か
ら

乙
川
禅
師
に
変
わ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
す
る
企
画
展
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
第
四
回
と
次
の
第
五
回
は
、
記
録
が
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
初
代
館
長
の
逸
見
梅
栄
先
生
が
こ
の
年
の
十
一
月
に
逝
去
な
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
年
は
、
記
録
が
よ
く
残
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
か
、
実
際
に
は
展
示
会
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

第
六
回
は
、
「
か
た
ち
の
世
界
」
（
写
真
14
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
昭
和

五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
十
月
十
日
～
十
一
月
五
日
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
『
跳
龍
』
の
記
録
か
ら
、
年
月
日
は
確
実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

宝
物
殿
に
は
次
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は
、
「
か
た
ち
の
世
界
」
（
写
真
15
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
青
焼
き
で

す
。
先
に
示
し
た
第
六
回
「
か
た
ち
の
世
界
」
と
同
タ
イ
ト
ル
で
す
の
で
、
企

画
段
階
の
ポ
ス
タ
ー
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
記
載
さ
れ
る
日
に
ち
は
異
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
実
際
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
日

時
も
含
め
た
企
画
段
階
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

写真 14写真 15
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第
七
回
は
、
「
仏
像　

い
の
り
の
世
界
」
（
写
真
16
）
と
い
う

こ
と
で
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
十
月
十
二
日
～
十
一
月

十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
、
第
八
回
、
こ
れ
が
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
「
特
別
展

観 

禅
と
茶
道
」
（
写
真
17
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
が

秘
宝
展
の
最
後
で
す
。
そ
の
後
宝
物
殿
は
、
春
・
秋
の
展
覧
会
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た

よ
う
な
「
秘
宝
展
」
と
い
う
形
、
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
を
大
々
的
に

作
っ
て
展
示
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
は
、
時
代
は
大
き
く
降
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
の
御
移
転
一
〇
〇
年
記
念
『
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺

名
宝
１
０
０
選
』
、
そ
れ
か
ら
、
今
回
行
っ
て
お
り
ま
す
、
開
祖
瑩

山
紹
瑾
禅
師
七
〇
〇
回
・
二
祖
峨
山
禅
師
六
五
〇
回
遠
忌
記
念
『
禅

の
心
と
か
た
ち
―
總
持
寺
の
至
宝
―
』
と
い
う
展
覧
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

写真 16

写真 17
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お
わ
り
に

　

今
回
の
発
表
の
結
論
を
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
開
館
記
念
の
展
示
会
、
「
横
尾
忠
則
個
展
」
と
「
總
持
寺
秘
宝
展
―
瑩
山
禅

師
の
世
界
―
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
考
え
ま
す
と
、
宝
物
殿
が
開
館
し
た
五
〇
年
前
、
す
で
に
内
外
に
積
極
的
に
曹
洞
宗
・
總

持
寺
の
文
化
財
を
発
信
し
て
い
く
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
峨
山
禅
師
大
遠
忌
に
お
い
て
も
、
現
代
ア
ー
ト
、
そ
れ
か
ら
仏
殿
前
も
含
め
境
内
で
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
「
禅
の
心
と
か
た
ち
」
と
い
う
企
画
展
、
仏
殿
で
の
旗
揚
げ
展
、
鎌
倉
国
宝
館
、
そ
し
て
名
古
屋
市
博

物
館
で
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
開
か
れ
た
總
持
寺
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
人
々
に
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
示
す

事
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
単
に
絵
画
・
仏
像
や
墨
跡
な
ど
伝
統
的
な
曹
洞
宗
の
文
化
財
を
展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
芸
術

の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
總
持
寺
が
機
能
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
必
要
性
が
、
示
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
す
。
今
後
、
我
々
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
昔
の
資
料
を
見
な
が
ら
考
え
た
の
で
す
。

　

大
変
、
雑
駁
な
、
「
曹
洞
宗
の
文
化
財
」
と
は
ほ
ど
遠
い
発
表
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
宝
物
殿
が
ど
の
よ
う
な
形
で
始
ま
り
、
初
期

に
は
ど
の
よ
う
な
展
示
を
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
皆
様
に
知
っ
て
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
注
】

（
１
）
『
總
持
寺
秘
寶
展
―
瑩
山
禅
師
の
世
界
―
』　

出
品
目
録

　

1　

木
心
乾
漆　

僧
形
観
世
音
菩
薩
坐
像　

祖
院

　

2　

天
童
如
浄
和
尚
語
録　

總
持
寺
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3　

木
造　

瑩
山
紹
瑾
禅
師
倚
像　

永
光
寺

　

4　

木
造　

明
峰
素
哲
禅
師
倚
像　

永
光
寺

　

5　

木
造　

峨
山
韶
碩
禅
師
倚
像　

永
光
寺

　

6　

提
婆
達
多
像　

總
持
寺

　

7　

總
持
寺
中
興
縁
起　

總
持
寺

　

8　

正
法
眼
蔵
』
諸
法
実
相
の
巻
の
斷
簡　

總
持
寺

　

9　

仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
經　

總
持
寺

　

10　

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法　

大
乗
寺

　

11　

示
紹
瑾
長
老　

大
乗
寺

　

12　

嗣
書
の
助
書　

広
福
寺   

（
影
印
本
）   

　

13　

瑩
山
禅
師　

御
袈
裟　

祖
院

　

14　

瑩
山
禅
師　

珪
砂
行
李　

祖
院

　

15　

瑩
山
禅
師　

御
絡
子　

永
光
寺

　

16　

道
元
禅
師　

螺
鈿
袈
裟
箱　

祖
院

　

17　

如
浄
禅
師　

払
子　

大
乗
寺

　

18　

道
元
禅
師　

払
子　

大
乗
寺

　

19　

義
介
禅
師　

払
子　

大
乗
寺

　

20　

瑩
山
禅
師　

払
子　

大
乗
寺

　

21　

明
峰
禅
師　

払
子　

大
乗
寺

　

22　

素
哲
請
取
状  

大
乗
寺

　

23　

伝
光
録　

　

24　

前
田
利
家
像　

總
持
寺

　

25　

前
田
利
家
夫
人
像　

總
持
寺

　

26　

法
衣
相
伝
書　

広
福
寺    

（
影
印
本
）  

　

27　

洞
谷
山
尽
未
来
際
置
文　

永
光
寺

　

28　

木
彫　

十
一
面
観
世
音
菩
薩　

永
光
寺
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29　

哲
首
座
立
僧
普
説  

広
福
寺   

（
影
印
本
）

　

30　

素
哲
僧
禄
状　

大
乗
寺

　

31　

洞
谷
山
譲
状  

大
乗
寺

　

32　

峨
山
禅
師
御
袈
裟　

祖
院

　

33　

峨
山
禅
師
頂
相　

總
持
寺

　

34　

總
持
寺
譲
状  

總
持
寺

　

35　

總
持
寺
十
箇
条
之
亀
鏡    

總
持
寺

　

36　

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
文  

海
岸
寺  

（
影
印
本
）

　

37　

洞
谷
文
書
注
文    
永
光
寺

　

38　

洞
谷
山
寄
田
注
文　

永
光
寺

　

39　

洞
谷
山
勤
行
条
文　

永
光
寺     

　

40　

洞
谷
山
松
樹
禁
制
文　

永
光
寺

　

41　

金
銅
五
鈷
鈴   

祖
院

　

42　

瑩
山
清
規
写
本　

大
乗
寺

　

43　

瑩
山
清
規
写
本　

大
乗
寺

　

44　

鎌
倉
彫
獅
子
牡
丹
文
香
合　

永
光
寺

　

45　

洞
谷
記
写
本　

大
乗
寺

　

46　

瑩
山
禅
師
自
賛
画
像　

總
持
寺

　

47　

瑩
山
禅
師
自
賛
画
像　

東
嶺
寺

　

48　

示
性
禅
姉
公
偈　

總
持
寺

　

49　

三
木
一
草
事　

個
人
蔵     

（
影
印
本
）

　

50　

韶
陽
折
脚
之
画
賛  

永
光
寺

　

51　

龍
天
白
山
之
書　

千
光
寺  

（
影
印
本
）

　

52　

後
村
上
天
皇
勅
書　

永
光
寺

　

53　

後
桃
園
天
皇
勅
書　

總
持
寺

　

54　

明
治
天
皇
勅
書

　

55　

住
山
記
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（
２
）
開
催
趣
旨　

（
27　

宝
物
殿
開
館
特
別
展
観
の
件
）    

　

御
開
山
瑩
山
禅
師
六
百
五
十
回
大
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
一
昨
年
十
月
宝
物
殿
の
落
慶
を
み
た
。

　

而
し
て
昨
年
の
八
月
よ
り
宝
物
殿
内
部
の
展
示
用
施
設
の
拡
充
、
空
調
機
械
設
備
の
調
整
、
知
庫
寮
倉
庫
か
ら
宝
物
殿
収
蔵
庫
へ
の
寺
宝
の
引
越
等

の
試
行
期
間
を
経
て
、
今
年
正
月
「
横
尾
忠
則
個
展
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
宝
物
殿
運
営
の
一
側
面
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
本
山
初
詣
行
事
の
一
環
と
し
て
本
山
が
地
域
社
会
並
び
に
世
間
一
般
の
人
々
と
の
接
点
を
求
め
る
新
し
い
試
み
と
し
て
出
来
た
も
の
で
、
こ
の
展

覧
会
は
本
山
が
禅
を
求
め
る
多
く
の
人
々
に
仏
法
、
本
山
と
は
何
か
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
手
が
か
り
と
し
て
の
行
事
で
あ
っ
た
。

　

し
か
る
に
半
面
、
宝
物
殿
建
立
に
は
宗
門
各
位
の
力
添
に
よ
っ
て
落
慶
を
み
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
よ
っ
て
宗
門
人
を
対
象
と
す
る
宝
物
殿
披
露

並
び
に
開
設
記
念
展
観
が
強
く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
点
を
考
慮
し
て
、
展
観
準
備
期
間
等
も
不
充
分
で
は
あ
る
が
、
四
月
十
日
授
戒
啓
建
の
日
よ
り
五
月
五
日
ま
で
開
殿
披
露
す
る
の
が
適
当
な

月
日
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
に
宝
物
殿
専
門
員
諸
師
と
の
親
密
な
る
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
展
観
啓
業
の
記
念
に
最
も
良
い
企
画
は
何
か
‥
‥
。
宝
物
殿
落
慶
の
経
緯

よ
り
し
て
、
ご
開
山
瑩
山
禅
師
の
世
界
と
題
し
て
ご
真
筆
、
ご
遺
品
を
中
心
に
可
能
な
限
り
一
堂
に
会
え
し
、
も
っ
て
ご
開
山
へ
の
報
恩
の
ま
こ
と
を

捧
げ
る
記
念
展
観
と
す
る
の
が
一
番
相
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
‥
‥

　

か
よ
う
な
る
主
旨
で
本
山
最
初
の
本
格
的
展
覧
を
企
画
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
總
持
寺
秘
宝
展
」
―
瑩
山
禅
師
の
世
界
―
の
特
別
記
念
展
観
啓
業
が
仏
々
祖
々
が
単
伝
し
た
法
が
現
代
に
強
く
現
成
さ
れ
る
。
序
章
と
し
て

宗
門
古
仏
の
仏
法
の
原
点
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
法
孫
と
し
て
努
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

一
、
期
間　

昭
和
五
十
一
年
四
月
十
日
―
五
月
五
日
迄

　

一
、
場
所  

大
本
山
總
持
寺
宝
物
殿

　

一
、
名
称  

「
總
持
寺
秘
宝
展
」
―
瑩
山
禅
師
の
世
界
―

　

一
、
管
理
並
運
営　

管
理
部
中
心
と
し
て

　

一
、
協
力　

全
山　

宗
門　

等                   

　

一
、
拝
観
料　

無
料


